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【目的】　若者の服装には、一般的にしきたりや年齢などにとらわれずに自分の好みの服

装を楽しむ傾向が見られる。特にストリートファッションにおいては、性別や従来の規範

にとらわれない自由な着装行動が見られる傾向にある。また、服飾系専門学校の学生の着

装行動の調査研究はほとんど見受けられないが、集団に対する帰属意識が強いためか、ス

トリートファッションを主流とした自由な着装行動が多く観察される。そこで本研究では、

ストリートファッションをより着用している専門学校生と、比較対象として、専門学校生

と同年代であるにもかかわらず、あまりストリートファッションを着用していない女子大

生を対象に、ストリートファッションに対する着装意識の調査を行い、考察を試みた。

　【方法】　専門学校生および女子大生を調査対象として、この年代の女性が遊び着として

着用すると考えられる写真をストリートファッションおよび一般的なカジュアルウエアか

ら選定し。それらの刺激につきSD法により評定させた。また、ストリートファッション

に対する態度調査を合わせて実施した。解析方法には、因子分析法および平均値の差の検

定を適用し、専門学校生群と女子大生群を対比し、その特徴を検討した。

　【結果】　囚子分析（固有値1. O以上、バリマックス回転）を行った結果、個性の因子、
親近性の因子などが抽出され。これらの因子により、各刺激が特徴づけられた。専門学校

生群は女子大生群に比べてストリートファッションをそれ程個性的ととらえず、親近性も
女子大生群に比べて大きく、ストリートファッション、カジュアルウエアに対する反応に
明瞭な差が見られた。
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　目的　感性や個性が重視される現代、若者のライフスタイルや衣生活スタイルの多様化、
　個性化が進展している。本研究では、このような多様化、個性化を促す要因を自己概念の

　側面から明らかにするために、若者のライフスタイルや衣生活スタイル、自己概念につい
　て質問紙による調査を行い、相互の関連について検討を試みた。

　方法　関西圏と関東圏に在住する満15歳から26歳までの若者(高校生、大学生、社会人)男
　女1,200名を対象に、集合調査法および配票留置法による質問紙調査を1997年1月に実施し

　た。主な調査項目は生活態度、着装態度、好きな服装のイメージや自己概念などである。
　データの集計・分析には単純集計、クロス集計、因子分析、差の検定の手法を用いた。

　結果および考察　自己概念については、若者が自分自身をどの程度高感度で個性的な人間

　であると思っているかといった側面を、高感度尺度およびユニーク性尺度を用いて測定
　し、感度が高くユニーク度が高いグループと感度が低くユニーク度が低いグループの２グ
　ループに分けた。次に生活態度、着装態度、好きな服装のイメージについて因子分析を行
　い、前述の2グループ別にそれぞれの因子別因子得点の平均値を算出し、差の検定を行っ

　た。その結果、生活態度では、リーダーシップ性、外向性、権威志向性、他者志向性など
　ほとんどの因子に2つのグループ間で有意に差がみられた。着装態度ではおしやれ性、自分

　らしさ因子に差がみられ、社会性や着心地因子では差がみられなかった。これらの結果か
　ら高感度でユニークな若者は、外向的でリーダーシップ性があり、自分のイメージや個性
　にあった服装を心がけているなど関連がみられることが明らかになった。
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